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考
古
学
か
ら
迫
る
古
代
宮
都
の
「
特
異
点
」
・
恭
仁
宮

令
和
５
年
12
月
17
日

紫
香
楽
宮
フ
ォ
ー
ラ
ム

京
都
府
文
化
財
保
護
課

古
川

匠
聖
武
天
皇
（
70
1-
75
6）

古
代
宮
都
の
流
れ
に
お
け
る
恭
仁
宮
・
恭
仁
京
の
位
置

恭
仁
京

（
74
0〜
74
4）

平
城
京

（
71
0~
74
0）

（
74
5~
78
4）

紫
香
楽
宮
（
甲
賀
宮
）

（
74
2〜
74
5）

•
京
都
府
で
、
本
格
的
な
都
城
と
し
て
最
初
に
造
ら
れ
た
都
。

•
「
国
分
寺
建
立
の
詔
」
と
「
墾
田
永
年
私
財
法
」
が
作
ら
れ
た
。

•
都
市
を
造
る
に
は
あ
ま
り
に
も
狭
い
立
地
。
宮
の
構
造
が
独
特
。

•
宮
都
の
歴
史
の
流
れ
の
中
に
う
ま
く
は
ま
ら
な
い
。
古
代
宮
都
の
「
特
異
点
」

※
特
異
点
と
は
…
一
般
的
な
基
準
を
う
ま
く
適
応
で
き
な
い
点
（
数
学
の
用
語
）

恭
仁
宮
が
造
ら
れ
た
場
所

•
現
在
の
京
都
府
木
津
川
市

加
茂
町
、
「
瓶
原
地
区
」

と
呼
ば
れ
る
地
域
。

•
木
津
川
に
面
し
、
河
川
を

利
用
し
た
物
資
の
運
搬
に

適
し
た
、
便
利
か
つ
風
光

明
媚
な
場
所
。

•
万
葉
集
巻
六
10
37
「
今
造

る
久
迩
の
都
は
山
川
の
さ

や
け
き
見
れ
ば
う
べ
知
ら

す
ら
し
」
大
伴
家
持

恭
仁
宮

木 津 川

桂 川

鴨 川

淀 川

宇 治 川

現
在
の
瓶
原
地
区

紫
香
楽
宮

恭
仁
京

東
北
道

天
平
14
年
２
月

恭
仁
京
と
甲
賀
郡
を

結
ぶ
「
恭
仁
京
東
北

道
が
開
通
。

現
在
の
恭
仁
宮
跡 塔
基
壇

（
ⓒ
一
般
社
団
法
⼈
木
津
川
市
観
光
協
会
）

金
堂
（
恭
仁
宮
大
極
殿
）
基
壇

恭
仁
宮
の
あ
と
に
造
ら
れ
た
山
城
国
分
寺
金
堂
（
恭
仁
宮
大
極
殿
）
と

塔
の
基
壇
が
地
上
に
残
る
が
恭
仁
宮
の
遺
構
は
地
下
に
埋
も
れ
て
い
る

塔
基
壇

金
堂
（
大
極
殿
）
基
壇

塔
金
堂
（
大
極
殿
）
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飛
鳥
時
代
の
山
背
国

•
政
権
の
中
心
が
あ
っ
た
大
和
国
の
近
隣
で
、

大
和
を
支
え
る
役
割
を
も
っ
て
い
た
。

•
大
型
の
古
墳
を
造
る
勢
力
が
こ
の
時
代
に

は
既
に
存
在
せ
ず
、
京
都
府
南
部
で
は
、

渡
来
系
氏
族
（
秦
氏
な
ど
）
が
土
地
開
発

を
活
発
に
行
っ
て
い
た
。

•
国
名
：
「
山
背
国
」

「
山
」
（
奈
良
山

丘
陵
）
の
背
後
に
あ
る
国
。
「
山
城
国
」

に
な
る
の
は
平
安
時
代
に
な
っ
て
か
ら
。

•
奈
良
盆
地
東
南
部
の
飛
鳥
を
中
心
と
す
る

政
権
か
ら
は
心
理
的
に
遠
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
山
の
向
こ
う
。

飛
鳥

高
麗
寺

奈
良
山

平
城
京
・
宮
か
ら
み
た
山
背
国

•
奈
良
盆
地
の
北
端
に
あ
る
平
城
宮
に
い
る
天
皇

か
ら
見
る
と
、
自
分
の
背
中
側
に
あ
る
国
。

•
山
背
国
最
南
部
（
現
在
の
木
津
川
市
加
茂
町
）

に
離
宮
が
造
ら
れ
る
。
風
光
明
媚
で
手
軽
な
旅

行
で
政
務
の
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
る
場
所
。

・
岡
田
離
宮

和
銅
元
年
（
70
8）

元
明
天
皇
が
行
幸

・
甕
原
離
宮

和
銅
４
・
６
・
７
年

元
明
天
皇

霊
亀
元
年

元
正
天
皇
が
行
幸

神
亀
２
・
４
年
、
天
平
８
・
11
年

聖
武

天
皇
が
行
幸

•
現
在
の
井
手
町
を
本
拠
地
と
し
た
橘
諸
兄
が
力

を
蓄
え
、
「
相
楽
別
業
」
で
天
皇
を
歓
待
。

平
城

岡
田
離
宮

甕
原
離
宮

こ
の
あ
た
り
に
橘
諸
兄
の
本
拠
地

井
手
寺
跡
・
栢
木
遺
跡
（
橘
氏
の
氏
寺
）

•
令
和
３
年
（
20
21
）
の
発
掘
調
査
で
、
五
重
塔

跡
が
見
つ
か
る
。
（
井
手
町
の
新
庁
舎
建
設
予

定
地
）

•
橘
諸
兄
が
興
し
た
橘
氏
の
氏
寺
と
考
え
ら
れ
る
。


橘
諸
兄
（
68
4～
75
7）

皇
族
で
あ
っ
た
が
、
臣
籍
降
下
し
、
橘

姓
を
賜
る
。
聖
武
天
皇
の
皇
后
・
光
明

子
の
異
父
兄
。
聖
武
天
皇
の
治
世
を
支

え
た
重
要
な
⼈
物
。

聖
武
天
皇
と
京
都
府
南
部
（
山
背
国
）
①

•
文
武
天
皇
の
第
一
皇
子
と
し
て
誕
生
す

る
。
和
銅
７
年
（
71
4）

に
元
服
、
立

太
子
。

•
皇
太
子
時
代
の
甕
原
離
宮
行
幸
に
同
行

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
（
和
銅
７

年
に
元
明
天
皇
、
霊
亀
元
年
に
元
正
天

皇
）

•
奈
良
時
代
の
「
行
幸
」
は
天
皇
に
限
ら

ず
、
皇
太
子
も
同
行
す
る
の
が
通
例
。

•
聖
武
天
皇
は
即
位
後
も
数
年
に
１
度
、

甕
原
離
宮
に
行
幸
。
山
背
国
に
対
し
て

個
⼈
的
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
の
で

は
。

聖
武
天
皇
（
70
1-
75
6）
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恭
仁
京

（
74
0〜
74
4）

平
城
京

（
71
0~
74
0）

（
74
5~
78
4）

•
天
平
７
年
（
73
5）

～
９
年
（
73
7）

天
然
痘
の
大

流
行
。
遣
唐
使
が
唐
で
罹
患
し
、
持
ち
帰
っ
て
し
ま
っ

た
。
総
⼈
口
の
25
−
35
％
が
死
亡
。

•
天
平
９
年
（
73
7）

国
政
を
担
っ
た
藤
原
四
兄
弟
（
武

智
麻
呂
・
房
前
・
宇
合
・
麻
呂
）
が
死
去
。

•
傍
流
の
皇
族
で
あ
っ
た
橘
諸
兄
が
政
権
の
中
心
に
。

天
平
12
年
（
74
0）
聖
武
天
皇
は
平
城
京
を
発
ち
、

同
年
12
月
、
恭
仁
京
を
都
と
し
た
。

聖
武
天
皇
と
京
都
府
南
部
（
山
背
国
）
②

谷
地
形
を
長
さ
15
0ｍ

以
上
に
わ
た
っ
て
埋
め
た
整
地
（
入
念
な
準
備
の
痕
跡
）

が
発
掘
調
査
と
レ
ー
ダ
ー
探
査
か
ら
判
明

朝
集
院

朝
堂
院

写
真
の
地
点

恭
仁
宮
・
恭
仁
京
の
探
求

•
墾
田
永
年
私
財
法

・
天
然
痘
の
大
流
行
で
人
口
が
大
幅
に
減
少
し
、
衰
退
し
た
国

力
を
回
復
す
る
た
め
、
有
力
者
が
率
先
し
て
開
発
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
し
た
。

国
分
寺
建
立
の
詔

・
諸
国
の
佳
い
場
所
（
「
国
華
」
）
に
七
重
塔
を
伴
う
寺
院
を

建
て
る
よ
う
に
命
じ
た
。

・
奈
良
時
代
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

・
聖
武
天
皇
が
独
自
の
国
家
的
展
望
を
胸
に
い
だ
い
て
造
っ
た
都
。

・
続
日
本
紀
天
平
十
二
年
十
月
廿
六
日
条
○
己
卯
。
「
勅
大
将
軍
大
野
朝
臣
東
人

等
曰
。
朕
、
縁
有
所
意
。
今
月
之
末
。
暫
往
関
東
。
」
（
意
図
を
知
ら
せ
て
い

な
い
）

・
聖
武
が
意
図
を
述
べ
て
い
な
い
の
で
、
探
求
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

恭
仁
宮
探
求
の
あ
ゆ
み
①
江
戸
時
代

•
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
『
山
州
名
跡
志
』
、
『
山
城
名
勝
志
』
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

•
『
続
日
本
紀
』
（
平
安
時
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
国
史
）
の
記
述
、
万
葉
集
所
収
の

大
伴
家
持
の
歌
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
。
恭
仁
宮
の
場
所
も
考
察
。
瓶
原
の
対
岸
、
木
津
川
の
南
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

『
山
州
名
跡
志
』
正
徳
元
年
（
17
11
）

『
山
州
名
跡
志
』
恭
仁
宮
跡
周
辺
図
（
左
が
北
）

「ミカノハラ村アリ」

恭
仁
宮
探
求
の
あ
ゆ
み
②
明
治
・
大
正

喜
田
貞
吉
（
18
71
～
19
39
）

京
都
帝
国
大
学
教
授
・
東
北
帝
国
大
学
講
師

（
古
代
史
・
民
俗
学
・
考
古
学
）

明
治
時
代
の
瓶
原

近
代
の
実
証
的
研
究
が
は
じ
ま
る
。
喜
田
貞
吉
は
恭
仁

宮
の
所
在
は
瓶
原
で
あ
る
、
と
19
00
～
19
10
年
代
に

主
張
。
江
戸
時
代
以
来
の
通
説
に
反
論
。

・
交
通
至
便
で
風
光
明
媚

・
藤
原
氏
に
代
わ
っ
て
台
頭
し
た
橘
諸
兄
の
勢
力
圏
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足
利
健
亮
は
、
平
城
宮
・
京
の
発
掘
調
査
成
果
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
昭
和
44
年
（
19
69
）
に
恭

仁
宮
の
範
囲
と
各
施
設
の
位
置
を
歴
史
地
理
学
の

手
法
（
現
在
の
地
形
、
地
割
、
地
名
等
か
ら
考

察
）
で
推
定
。

恭
仁
宮
探
求
の
あ
ゆ
み
③
昭
和
（
歴
史
地
理
）

足
利
健
亮
（
19
36
～
19
90
）

京
都
大
学
教
授
（
⼈
文
地
理
学
）

•
木
津
川
が
恭
仁
京
を
横
断
し
て
東
西
に
流
れ
る
の
は
、
中
国
の
洛
陽
の
都
を
モ
デ
ル
に
し

て
い
る
。
（
瀧
川
政
次
郎
）

恭
仁
宮
探
求
の
あ
ゆ
み
④
昭
和
（
文
献
史
学
）

•
恭
仁
宮
の
工
事
に
渡
来
系
氏
族
の
秦
氏
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
（
井
上
満
郎
）

『
続
日
本
紀
』
天
平
14
年
（
74
2）

８
月
５
日
記
事

「
大
宮
垣
築
造
の
功
に
よ
り
、
造
営
録

正
八
位
下
の
秦
嶋
麻
呂
が
従
四
位
下
に
昇
進
（
十
三
階
昇
進
）
し
た
。
」
（
大
意
）

洛
陽
（
隋
唐
期
）

恭
仁
京
（
足
利
説
・
奈
良
時

代
）

•
紫
香
楽
宮
に
大
仏
を
建
立
す
る
た
め
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
（
瀧
波
貞
子
説
）

恭
仁
宮
探
求
の
あ
ゆ
み
④
昭
和
（
文
献
史
学
）

京
都
府
・
木
津
川
市
（
旧
加
茂
町
）
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を

開
始
（
幻
の
都
か
ら
現
実
の
都
へ
）

19
73
年
（
昭
和
48
）
文
献
・
分
布
調
査

19
74
年
（
昭
和
49
）
発
掘
作
業
を
開
始

瓶
原
地
区
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
考
古
学
専
攻
の
大
学
生
が
長
年
に
わ
た
る
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
に
。
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恭
仁
宮
大
極
殿
の
基
壇

大
極
殿
基
壇
の
発
掘
調
査
（
昭
和
51
年
）

恭
仁
宮
大
極
殿
復
元
CG

大
極
殿

大
極
殿
（
だ
い
ご
く
で
ん
）
と
は

年
賀
の
儀
礼
、
天
皇
の
即
位
と
い
っ
た
国
家
儀
礼
が
行

わ
れ
た
建
物
。
国
家
の
最
中
枢
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

大
極
殿
基
壇
の
発
掘
調
査
で
、
大
極
殿
の
柱
の
位
置
、
間

隔
が
判
明
＝
建
物
の
規
模
が
復
元
可
能
に

基
壇
（
き
だ
ん
）
と
は

周
辺
の
地
盤
よ
り
一
段
高
く
土
を
盛
り
上
げ
て
建
物
の

基
礎
と
し
た
も
の

大
極
殿

基
壇

平
城
宮
の
復
元
大
極
殿
は
恭
仁
宮
大
極
殿
の
調
査
成
果
か
ら

礎
石
の
形
状
、
大
き
さ
も
恭
仁
宮
が
参
考
に
さ
れ
た
。

柱
の
数
、
間
隔
は
恭
仁
宮
の
調
査
か
ら
判
明

聖 武文 武

草 壁 皇 子

天 武
持 統

元 明天 智 元 正

（ 六 二 六 〜 六 七 一 ）

（ ？ 〜 六 七 一 ）

（ 六 四 五 〜
七 〇 三 ）

（ 六 六 一 〜 七 二 一 ）
（ 六 八 〇

〜 七 四 八 ）

（ 六 六 二 〜 六 八 九 ）

（ 六 八 三 〜 七 〇 七 ）

①
② ③

④

⑤

⑥

大
極
殿
は
藤
原
宮
か
ら
平
城
宮
、
そ
し
て
恭
仁
宮
へ 光 明 子

孝 謙
／

称 徳

恭
仁
宮

（
74
0〜
74
4）

藤
原
宮

（
69
4~
71
0）

第
一
次
平
城
宮

（
71
0~
74
0）

藤
原
宮
・
平
城
宮
・

恭
仁
宮
の
発
掘
調
査

で
、
３
つ
の
宮
の
大

極
殿
は
同
じ
建
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
。

②
持
統
、
③
文
武
、

④
元
明
、
⑤
元
正

４
代
の
大
極
殿
が
聖

武
天
皇
に
受
け
継
が

れ
た
。

（
※
天
武
天
皇
か
ら

か
ぞ
え
た
代
）

（
※
奈
良
産
業
大
学
制
作
CG
）

出
土
瓦
の
分
析
①

左
・
中
：
恭
仁
宮
造
営
に
あ
た
っ
て
新
し
く
造
ら
れ
た
瓦

右
：
平
城
宮
か
ら
運
ば
れ
た
瓦

新
し
い
瓦
は
目
立
つ
と
こ
ろ
に
用
い
ら
れ
た
。
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出
土
瓦
の
分
析
②

⼈
名
が
押
印
さ
れ
た
瓦
。
「
中
臣
」
「
大
伴
｣な

ど
の
姓
を
表
す
も
の
や
「
真
依
」
「
太
万

呂
」
な
ど
の
名
を
表
す
も
の
。
瓦
を
製
作
し
た
工
⼈
を
示
す
。
瓦
工
房
で
は
、
出
来
高
払
い

で
工
⼈
に
給
与
が
支
払
わ
れ
た
。

築
地
回
廊
の
柱
間
隔
が
第
一
次
平
城
宮
と
一
致
。
「
平
城
宮
か
ら
恭
仁
宮
に
大
極
殿
と
築
地
回
廊
を
移

築
し
た
」
、
と
す
る
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
の
と
お
り
。
大
極
殿
院
の
形
状
も
第
一
次
平
城
宮
と
共
通

す
る
こ
と
が
判
明
。

築
地
回

廊
（
復

元
模
式

図
）

基
壇

礎
石

（
屋
根
は
瓦
葺
）

築
地
塀

地
表
面

雨
落
溝

大
極
殿
院
築
地
回
廊
跡
の
発
掘
調
査
（
平
成
19
年
）

恭
仁
宮

第
一
次
平
城
宮

東
西
に
並
ぶ
2つ
の
内
裏
（
昭
和
51
年
〜
平
成
16
年
）

内
裏
東
地
区

内
裏
西
地
区

内
裏
東
地
区
大
型
掘
立
柱
建
物
跡

内
裏
西
地
区
北
東
角

飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
他
の
宮
と
異
な
る
内
裏
の
位
置
と
構
造

前
期
難
波
宮

（
64
5~
68
6）

恭
仁
宮

（
74
0〜
74
4）

藤
原
宮

（
69
4~
71
0）

後
期
難
波
宮

（
72
6~
78
4）

第
一
次
平
城
宮

（
71
0~
74
0）

第
二
次
平
城
宮

（
74
5~
78
4）

・
主
要
区
画
の
北
端
に
一
つ
の
内
裏

が
あ
る
と
い
う
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
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聖 武文 武

草 壁 皇 子

天 武
持 統

元 明天 智 元 正

（ 六 二 六 〜 六 七 一 ）

（ ？ 〜 六 七 一 ）

（ 六 四 五 〜
七 〇 三 ）

（ 六 六 一 〜 七 二 一 ）
（ 六 八 〇

〜 七 四 八 ）

（ 六 六 二 〜 六 八 九 ）

（ 六 八 三 〜 七 〇 七 ）

①
② ③

④

⑤

⑥

内
裏
西
地
区
・
東
地
区
の
居
住
者
は
？

光 明 子
孝 謙

／
称 徳

『
続
日
本
紀
』

天
平
13
年
７
月

（
元
正
）
太
上
天
皇
、
新

宮
に
移
る
。
天
皇
河
頭
に

迎
え
る
。

当
時
の
存
命
者
は
聖
武

天
皇
、
元
正
太
上
天
皇
、

皇
后
光
明
子
、
皇
太
子

の
阿
倍
内
親
王
（
後
の

孝
謙
／
称
徳
天
皇
）
。

聖
武
天
皇
と
同
等
の
区

画
を
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
元
正
太
上

天
皇
だ
け
。

内
裏
東
・
西
地
区
の
居

住
者
は
聖
武
天
皇
と
元

正
太
上
天
皇
と
見
る
の

が
妥
当
。

※
恭
仁
宮
当
時
の

存
命
者

聖
武
天
皇
は
ど
ち
ら
の
内
裏
に
い
た
の
か
①
内
裏
西
地
区
説

標
高
が
高
く
安
定
し
て
い
る
の
は
内
裏
西
地
区
。

一
方
、
内
裏
東
地
区
は
標
高
が
低
く
、
東
に
向

か
っ
て
さ
が
る
緩
斜
面
に
あ
た
る
。

内
裏
西
地
区
が
聖
武
天
皇
の
内
裏
と
す
る
説
。

内
裏
西
地
区

内
裏
東
地
区

内
裏
西
地
区

内
裏
東
地
区

京
都
御
所
（
18
55
年
内

裏
）

北
建
物
（
天
皇
の
住
ま
い
）

南
建
物
（
儀
式
を
執
り
行
う
建
物
）

内
裏
の
伝
統
に
則
っ
て
、
前
後
の
主
要
建
物
の
性
格
分
け

が
あ
り
、
外
郭
が
丁
寧
に
造
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
内
裏
東

地
区
を
聖
武
天
皇
の
内
裏
と
す
る
説
。

皇
后
・
皇
太

子
の
住
ま
い

（
恭
仁
宮
で

は
未
発
見
）

外 郭 の 三 辺 が 築 地 塀

聖
武
天
皇
は
ど
ち
ら
の
内
裏
に
い
た
の
か
②
内
裏
東
地
区
説

恭
仁
宮
（
74
0〜
74
4）

第
一
次
平
城
宮

（
71
0~
74
0）

第
二
次
平
城
宮

（
74
5~
78
4）

後
期
難
波
宮
（
72
6~
78
4）

古
川
説
（
内
裏
西
地
区
・
内
裏
東
地
区
の
造
営
順
序
）

•恭
仁
宮
の
施
設
は
主
軸
方
向
の
差
が
顕

著
。

•主
軸
ａ
：
N−
0.
5～
1.
5度

−
E（

赤
）
、

•主
軸
ｂ
:N
−
１
～
２
度
−
W
（
青
）

•主
軸
ａ
は
天
平
十
三
年
元
日
朝
賀
関
連

遺
構
が
含
ま
れ
、
主
軸
ｂ
は
大
極
殿

（
天
平
十
四
年
中
）
、
宮
大
垣
（
天
平

十
四
年
八
月
完
成
）
が
含
ま
れ
る
。

•同
じ
空
間
で
主
軸
ａ
と
主
軸
ｂ
の
施
設

が
併
存
す
る
場
合
、
内
部
の
建
物
が
主

軸
ａ
、
外
郭
施
設
が
主
軸
ｂ
。
内
部
の

建
物
が
完
成
し
た
後
に
外
郭
を
造
る
の

が
通
例
か
つ
合
理
的
な
施
工
順
序
。

•主
軸
ａ
と
ｂ
に
は
時
期
差
が
存
在
す
る
。

内
裏
西
地
区
→
内
裏
東
地
区
で
は
。

紫
香
楽
宮
内
裏
で
も
聖
武
天
皇
は
西
側
に

い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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宮
外
郭
の
発
掘
調
査
（
平
成
元
年
〜
８
年
）

恭
仁
宮
の
外
郭
が
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
一
回
り
以
上
小
さ
い
こ
と
が
判
明

足
利
説
の
恭
仁
宮
の
範
囲
（
青
）

実
際
の
恭
仁
宮
の
範
囲
（
赤
）

外
郭
東
・
礎
石
立
ち
の
門
跡

外
郭
南
西
角
・
大
垣
基
礎
の
石
垣

版
築
の
大
垣
（
築
地
塀
）

版
築
：
板
材
を
平
行
に
な
ら
べ
た
あ
い
だ
に
土
を
入
れ
て

突
棒
で
付
き
固
め
る
工
法
。
築
地
塀
、
基
壇
な
ど
に
使
用
。

版
築
の
築
地
塀
（
京
都
市
内
の
寺
院
）

突
棒
の
痕
跡

板
材
（
堰
板
）
の
木
目
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。

恭
仁
宮
外
郭
大
垣
の
イ
メ
ー
ジ
（
平
城
宮
外
郭
大
垣
） 2.
7m

5.6m

平
城
宮
朱
雀
門
の
両
脇
に
復
元
さ
れ
て
い
る
外
郭
大
垣

恭
仁
宮
の
大
垣
も
、
高
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
か
。

版
築
で
付
き
固
め
る
た
め
時
間
を
要
す
る
工
法
。

『
続
日
本
紀
』
（
恭
仁
宮
大
垣
の
記
事
）

天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
１
月
１
日
「
宮
垣
未
就
。
」

天
平
十
四
年
（
七
四
二
）
８
月
５
日
「
詔
、
授
造
宮

録
正
八
位
下
秦
下
嶋
麻
呂
従
四
位
下
・
・
・
以
築
大
宮

垣
也
。
」

難
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

主
要
区
画
の
調
査
（
〜
令
和
３
年
）

掘
立
柱
塀
の
工
事
イ
メ
ー
ジ

主
要
区
画
の
大
き
さ
を
確
定

す
る
の
に
多
大
な
時
間
を
要

し
た
。

朝
堂
院
・
朝
集
院
の
掘
立
柱
塀
跡
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朝
堂
院

•
二
官
八
省
の
官
⼈
た
ち
が
職
務
を

行
っ
た
り
、
儀
礼
を
行
う
空
間
。
常

に
使
わ
れ
て
い
る
。

•
８
棟
ま
た
は
12
棟
の
建
物
が
規
則
正

し
く
配
置
さ
れ
る
。

•
中
央
の
広
場
（
「
朝
庭
」
）
は
、
重

要
な
儀
式
の
と
き
に
官
⼈
達
が
参
列

す
る
場
所

宮
に
お
け
る
主
要
区
画
の
あ
り
方

広
い
面
積
が
必
要
な
空
間

大
極
殿
院

•
元
日
朝
賀
や
即
位
儀
礼
と
い
っ
た

重
要
な
儀
礼
が
行
わ
れ
、
通
常
は

閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

前
期
難
波
宮

（
64
5~
68
6）

恭
仁
宮

（
74
0〜
74
4）

藤
原
宮

（
69
4~
71
0）

後
期
難
波
宮

（
72
6~
78
4）

第
一
次
平
城
宮

（
71
0~
74
0）

第
二
次
平
城
宮

（
74
5~
78
4）

恭
仁
宮
と
他
の
宮
の
主
要
区
画

長
岡
宮

（
78
4~
79
4）

16
0m
四
方

11
5m

10
0m

朝
集
院
（
官
⼈
の
待
機
場

所
）
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ

い
。
建
物
８
～
12
棟
＋
朝

庭
に
は
足
り
な
い
。

21
3m

28
4m

朝
堂
院
の
探
求
①
朝
堂
建
物
（
平
成
24
~2
6年
）

朝
堂
院
南
西
部
で
み
つ
か
っ
た
建
物
跡
。

柱
の
痕
跡
か
ら
、
床
の
高
い
構
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

通
常
、
朝
堂
建
物
は
床
が
低
い
の
で
、
き
わ
め
て
特
異
な
構
造
。

朝
堂
建
物
の
遺
構

（
各
柱
穴
の
横
に
恭
仁
小
学
校
５
・
６
年
生
に
立
っ
て
も
ら
っ
た
。
）

朝
堂
院
の
探
求
②
宝
幢
（
幢
旗
）
遺
構
（
平
成
27
年
）

１
つ
の
柱
穴
に
３
本
の
柱
を
立
て
た
痕
跡

東
西
一
列
に
な
ら
ぶ
柱
穴

柱
を
２
回
立
て
た
痕
跡

柱
構
造
の
復
元
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朝
堂
院
の
探
求
②
宝
幢
（
幢
旗
）
遺
構

青 龍 （ 東 ）

朱 雀 （ 南 ）

玄 武 （ 北 ）

白 虎 （ 西 ）

日 像 （ 太 陽 ）

月 像 （ 月 ）

銅 烏 （ 天 皇 ）

元
日
朝
賀
な
ど
重
要
な
行
事
の
際
に
大
極
殿
の
前
に
立
て
ら
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
か
ら
、
恭

仁
宮
で
は
大
極
殿
完
成
前
の
13
・
14
年
の
元
日
朝
賀
が
ど
こ
か
別
の
場
所
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
た
が
、
発
掘
調
査
か
ら
、
朝
堂
院
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
。
柱
を
立
て
た
回
数
も
合
致
。

『 続 日 本 紀 』

天 平 十 三 年 （ 七 四 一 ） 正 月 癸 未 朔 。 天 皇 始 御 恭 仁

宮 受 朝 。

天 平 十 四 年 （ 七 四 二 ） 春 正 月 丁 未 朔 。 百 官 朝 賀 。

為 大 極 殿 未 成 。 権 造 四 阿 殿 。 於 此 受 朝 焉

天 平 十 五 年 （ 七 四 三 ） 正 月 癸 卯 。 天 皇 御 大 極 殿 。 百

官 朝 賀 。

•
恭
仁
宮
「
朝
堂
院
」
の
機
能
は
、
「
仮
設
の
大
極
殿
院
」
（
天
平
13
・
14
年
限
定
）

•
恭
仁
宮
「
朝
集
院
」
の
機
能
は
、
「
仮
設
の
朝
庭
（
官
人
の
空
間
）
」
（

〃
）

•
朝
堂
院
・
朝
集
院
の
大
き
さ
は
、
第
一
・
二
次
平
城
宮
の
儀
礼
空
間
と
概
ね
合
う
。

•
恭
仁
宮
の
朝
堂
院
は
、
い
わ
ゆ
る
朝
堂
院
で
は
な
い
。
（
建
物
も
「
朝
堂
」
で
は
な
い
。
）

朝
堂
院
の
探
求
③
朝
堂
院
・
朝
集
院
は
恭
仁
宮
独
特
の
機
能

恭
仁
宮

（
74
1・
74
2の
元
日
朝
賀
）

第
一
次
平
城
宮

（
71
0~
74
0）

第
二
次
平
城
宮

（
74
5~
78
4）

天
皇
が
元
日

朝
賀
で
占
有

官
人
が
元
日

朝
賀
で
参
列

（
工
事
中
）

朝
堂
院
の
探
求
④
中
央
区
画
の
実
態
は

•仮
設
の
儀
礼
空
間
と
し
て
使
わ
れ
た
あ
と
の
中
央
区
画
の
本
格
的
な
整
備
を
示
す

遺
構
は
見
つ
か
ら
ず
。

•遺
構
が
削
ら
れ
た
か
、
本
格
整
備
が
さ
れ
る
前
に
廃
都
と
な
っ
た
の
か
、
２
つ
の

考
え
方
が
あ
り
得
る
。

恭
仁
宮
CG
（
本
格
的
な
整
備
状
況
を
推
定
）

見
つ
か
っ
た
遺
構

独
自
の
構
造
が
判
明

•
東
西
に
な
ら
ぶ
２
つ
の
内
裏

•
コ
ン
パ
ク
ト
な
全
体
構
造

恭
仁
宮
発
掘
50
年
の
あ
ゆ
み
の
主
な
成
果

平
城
宮
か
ら
移
築
さ
れ
た
大
極
殿
の
実
態
解
明

•
大
極
殿
の
規
模
が
判
明
。
遺
構
の
残
存
状
況
が
良
好

•
『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
る
と
お
り
、
大
極
殿
と
大
極
殿
院
回
廊
が
平
城
宮
か

ら
移
築
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

独
特
な
空
間
利
用
が
判
明

•
朝
堂
院
は
、
古
代
の
宮
と
し
て
は
非
常
に
小
さ
い

•
朝
堂
院
と
朝
集
院
を
元
日
朝
賀
の
場
と
し
て
活
用
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•ほ
か
の
宮
（
平
城
宮
跡
な
ど
）
と
は
異
な
る
恭
仁
宮
独
自
の
構
造

「
独
自
の
殿
舎
配
置
・
特
殊
性
」
、
「
他
宮
と
は
単
純
に
比
較
で
き
な
い
」
（
19
81
年

の
記
述
）

•調
査
の
指
針
と
し
た
足
利
説
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
が
判
明

「
昭
和
59
年
か
ら
63
年
ま
で
外
郭
を
探
す
努
力
を
し
た
が
、
ま
っ
た
く
見
つ
か
ら
な

い
。
」
（
19
89
年
の
記
述
）

難
航
し
た
発
掘
調
査
の
あ
ゆ
み

・
ほ
か
の
宮
の
発
掘
調
査
成
果
を
援
用
で
き
な
い
。

・
調
査
に
あ
た
っ
て
の
「
羅
針
盤
」
で
あ
っ
た
足
利
説
が
適
用
で
き
な
い
。

白
紙
の
状
態
で
、
宮
を
構
成
す
る
空
間
の
場
所
と
大
き
さ
、
空
間
の
機
能
が
全
く

不
明
な
恭
仁
宮
に
向
き
合
う
こ
と
に
。
相
当
な
労
力
と
時
間
を
要
し
た
。

恭
仁
宮
発
掘
50
年
で
深
ま
っ
た
謎

•
天
平
十
六
年
（
74
4）

１
月
１
日

「
朝
堂
で
五
位
よ
り
上
の
官
⼈
を
饗
す
」

•
天
平
十
六
年
（
74
4）

閏
正
月
１
日

「
朝
堂
で
百
官
に
恭
仁
・
難
波
の
い
ず
れ

を
都
と
定
め
る
べ
き
か
尋
ね
た
。
」

→
宮
の
東
部
ま
た
は
西
部
が
有
力
な
候
補
に
な
る
。
し
か
し
、
国
家
を
支
え
る
官
衙

（
「
曹
司
」
）
群
は
宮
の
中
に
収
ま
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
。

国
分
寺
建
立
の
詔
・
墾
田
永
年
私
財
法
が
発
布
さ
れ
た
政
務
空
間

（
「
朝
堂
（
院
）
」
）
は
ど
こ
か
？

恭
仁
宮
の
付
帯
施
設
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

•
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
恭
仁
宮
の
近
隣
に
は
、
「
城
北
苑
」
（
庭
園
）
、

「
石
原
宮
・
甕
原
離
宮
」
（
離
宮
）
、
皇
后
宮
（
皇
后
・
光
明
子
の
居
住
区
）

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

紫
香
楽
宮
跡
か
ら
学
ぶ

恭
仁
宮
と
紫
香
楽
宮
（
甲
賀
宮
）

ど
ち
ら
も
古
代
国
家
の
中
心
と
し
て
は
小
規
模

恭
仁
宮
跡

紫
香
楽
宮
跡
（
宮
町
遺
跡
と
関
連
遺
跡
群
）

恭
仁
宮

75
0×
56
0メ
ー
ト
ル

紫
香
楽
宮
中
心
部
（
宮
町
遺
跡
）
40
0メ
ー
ト
ル
四
方

く
ら
い
か

た
だ
し
、
紫
香
楽
宮
は
官
衙
群
が
周
辺
に

点
在
、
複
合
的
な
構
成
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
。
（
２
㎞
四
方
以
上
の
範
囲
に
展

開
）

恭
仁
宮
で
も
、
関
連
施
設
が
中
心
部
の
周

辺
に
展
開
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。

国
家
の
運
営
に
携
わ
っ
た
役
人
の
数
、
体

制
は
同
じ
規
模
だ
っ
た
は
ず
（
２
つ
の
宮

は
完
全
に
同
時
代
）
。

恭
仁
宮
発
掘
10
0年
（
!?
）
に
む
け
て

•
恭
仁
宮
発
掘
50
年

の
あ
い
だ
に
、
地

上
か
ら
地
中
遺
構

を
調
べ
る
手
法
が

発
展
し
た
。

•
今
後
の
50
年
を
見

す
え
て
、
先
端
技

術
を
活
か
し
た
調

査
を
試
み
る
必
要

が
あ
る
。

•
技
術
も
使
う
人
次

第
。
調
査
担
当
者

が
、
と
て
も
手
強

い
恭
仁
宮
と
真
剣

に
向
き
合
う
覚
悟

が
必
要
。

•
そ
し
て
、
紫
香
楽
宮
跡
、
難
波
宮
跡
、
平
城
宮
跡
の
調
査
成
果
に
学
び
、

各
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

令和５年紫香楽宮フォーラム 事例報告１
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発掘調査でわかった紫香楽宮の中心部

甲賀市教育委員会事務局

歴史文化財課 小谷徳彦

１．はじめに～文献史料にみえる紫香楽宮～

Ａ．紫香楽宮の造営開始

〇天平 年 月 日 恭仁京東北道の開通

〇天平 年 月 日 造離宮司の任命

〇天平 年 月 日～ 月 日 聖武天皇の最初の行幸

⇒ 恭仁宮の離宮として造営が開始される

Ｂ．大仏造立の詔 天平 年 月 日 → 甲賀寺の造営開始

〇甲賀郡の調庸を畿内に準じて減免

〇東海・北陸・東山道の調庸を紫香楽宮へ

〇甲賀寺の造営と大仏造立に行基とその弟子が関与

Ｃ．紫香楽宮から甲賀宮へ

〇天平 年 月 日 恭仁宮の造営停止

〇「甲賀宮」への名称変更 天平 年 月頃

〇元正太上天皇が甲賀宮へ 天平 年 月 日

〇遷都の宣言 大楯槍が立てられる 天平 年 元日

Ｄ．平城還都

〇山火事の頻発 天平 年 月 日以降

〇大地震の発生 天平 年 月 日 以後、余震が頻発

〇恭仁宮（ 月 日）→平城宮（ 月 日）

２．紫香楽宮跡関連遺跡群と宮町遺跡の発見

Ａ．紫香楽宮跡関連遺跡群

〇雲井地域（信楽町北部）に奈良時代の遺跡が広く分布

〇史跡紫香楽宮跡の６地区 指定範囲が広範囲に分布

〇宮殿、寺院、官衙、工房などの諸要素

Ｂ．宮町遺跡の発見と紫香楽宮の中心部の発見

〇昭和 年代のほ場整備で柱根の出土 → 地元の民家で保管

〇年輪年代法による伐採年の測定 天平 年秋～天平 年春

〇昭和 年度からの継続的な発掘調査

〇平成 年度の第 次調査以降 紫香楽宮の中心部が見つかる

令和５年度紫香楽宮フォーラム 事例報告２
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３．発掘された紫香楽宮の中心建物～主要殿舎を中心に～

Ａ．朝堂区画

正殿 （第 ・ 次調査で検出）

東で北に °振れる桁行 間（ ｍ）、梁行 間（ ｍ）の四面廂付

きの掘立柱東西棟建物。身舎の規模は桁行 間（ ｍ）、梁行 間（

ｍ）。身舎の柱間寸法は、桁行総長 ｍ（ 尺）を 間等間とし、 間

あたり ｍ（ 尺）、梁行総長 ｍ（ 尺）を 間等間とし、 間あた

り ｍ（ 尺）である。廂の柱間寸法は桁行と梁行ともに ｍ（ 尺）。

後殿 （第 次調査で検出）

東で北に °振れる桁行 間（ 尺）、梁行 間（ 尺）の四面廂付きの

掘立柱東西棟建物として計画された未完成の建物。柱掘方の平均規模は東西

ｍ、南北 ｍ。掘方のみで柱痕跡を確認できない。門 ・東西

塀① ・東西塀② と重複し、いずれも後殿 が古い。

西脇殿 （第 次調査で検出）

北で西に °振れる桁行 間（ ｍ）以上、梁行 間（ ｍ）の長

大な掘立柱南北棟建物。身舎の規模は桁行 間（ ｍ）以上、梁行 間

（ ｍ）。桁行の柱間寸法は、北廂が ｍ（ 尺）、 ～ 間が ～

ｍ（ 尺）、 間目 が ｍ（ 尺）、 間目が ｍ（ 尺）以上。梁

行の柱間寸法は ｍ（ 尺）等間。

東脇殿 （第 ・ ・ 次調査で検出）

ほぼ正方位の桁行 間（ ｍ）以上、梁行 間（ ｍ）の西脇殿

に類似した掘立柱南北棟建物。桁行の柱間寸法は、北から 間目と 間目

が ｍ（ 尺）である以外、 ～ ｍ（ 尺）。身舎梁行は総長 間（

ｍ 尺）を 尺等間。

Ｂ．内裏地区

西建物 （第 ・ 次調査で検出）

東で北に °振れる桁行 間（ ｍ）、梁行 間（ ｍ）の南北二面

廂付きの掘立柱東西棟建物。桁行の柱間寸法は 尺等間、梁行の柱間寸法

は、廂にあたる北端間と南端間を ｍ（ 尺）等間、身舎 ｍ（

尺）を 間の等間割り（ ｍ等間）。

東建物 （第 次調査で検出）

東で南に °振れる桁行 間（ ｍ）、梁行 間（ ｍ）の西建物

と同様の南北二面廂付きの掘立柱東西棟建物。柱間寸法は、桁行

が ～ ｍ（ ～ 尺）、梁行は南北面の廂が各 ｍ（ 尺）、身舎が

北から ｍ（ 尺）、 ｍ（ 尺）、 ｍ（ 尺）。

令和５年度紫香楽宮フォーラム 事例報告２
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西建物 と比較すると、東建物 は桁行総長が同じで、

梁行総長が ｍ短い。西建物 と東建物 は、正殿

の中軸線を挟んで対になる建物と考えられるが、建物の軸線の向きが異なる

ほか、両者は南北で約 ｍずれ、中軸線からの距離も が約

ｍ、 が約 ｍと、左右対称の位置にはない。

門 と東西塀① ・東西塀② （第 次調査で検出）

門 は、北に °振れる桁行 間（ ｍ）、梁行 間（ ｍ）

の掘立柱東西棟建物。南北中軸線上にあり、正殿 の北辺から

ｍ北方に位置する。桁行の柱間寸法は、東端間が ｍ（ 尺）、中央

間が ｍ（ 尺）等間、西端間が ｍ（ 尺）と、中央 間に比べて

両端間がやや短い。梁行の柱間寸法は ｍ（ 尺）。東西塀① が

門の東南隅柱に、東西塀② が門の西南隅柱に接続する。

４．紫香楽宮中心部の配置と変遷

Ａ．朝堂区画：Ⅰ期

〇正殿と東西脇殿をコ字型に配置 古代の宮殿や官衙の中枢部に類似

〇正殿の背後に後殿を計画 → 計画変更により後殿を建設せず

Ｂ．内裏区画：Ⅱ期 段階に分かれる

Ⅱ期（ａ）

〇正殿の北方に西建物と東建物を計画 内裏の中心的建物

〇西建物に仮囲い 朝堂区画からの遮蔽 → 西建物の建設が先行か

Ⅱ期（ｂ）

〇後殿の南辺に合わせて、門と東西塀を設置 朝堂区画との分離

〇西建物の仮囲いを撤去と東建物の完成

Ｃ．変遷の画期

〇後殿の建設中止時期：天平 年（ ）後半か 税制が畿内に準じる措置

〇Ⅱ期（ａ）からⅡ期（ｂ）へ：天平 年（ ） 月 日

元正太上天皇が紫香楽宮へ移る

⇒ 西建物：聖武天皇

東建物：元正太上天皇

５．おわりに
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図 検出した紫香楽宮跡の中心部と新旧水田地割 ：

図 史跡紫香楽宮跡と紫香楽宮跡関連遺跡群 ：
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図 正殿 平面図・模式図 ：

図 後殿 平面図・模式図 ：
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図
東

脇
殿

平
面

図
・

模
式

図
：

図
西

脇
殿

平
面

図
・

模
式

図
：
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図
西

建
物

平
面

図
・

模
式

図
：

図
東

建
物

平
面

図
・

模
式

図
：
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図 門 平面図・模式図 ：

図 東西塀① ・東西塀② ：
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図 朝堂区画の建物配置 ：

図 紫香楽宮中心部の造営変遷

令和５年度紫香楽宮フォーラム 事例報告２

20



 

図 内裏区画の建物配置（ａ） ：

図 内裏区画の建物配置（ｂ） ：
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